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学
院
史
編
纂
室
共
同
研
究
報
告

　

二
〇
一
八
年
度
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
宣
教
師
研
究
」
と
し
て
、
ラ
ン
バ
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ベ
ー
ツ

を
中
心
と
し
た
共
同
研
究
を
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ル
ー
ス
・
グ
ル
ー
ベ
ル
主
任
研
究
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

を
研
究
ノ
ー
ト
“Searching for the Lam

buths in California

”

に
ま
と
め
、『
社
会
学
部
紀
要
』
に
発
表
し
た
。

　

神
田
健
次
研
究
員
は
、『
ベ
ー
ツ
宣
教
師
の
挑
戦
と
応
戦
』（
関
西

学
院
大
学
出
版
会　

二
〇
一
九
年
三
月
刊
行
予
定
）
に
お
け
る
日
本

語
に
よ
る
べ
ー
ツ
論
文
の
現
代
語
訳
と
解
説
を
担
当
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
宣
教
師
研
究
の
成
果
も
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
左

記
の
よ
う
な
記
念
礼
拝
説
教
や
講
演
を
行
う
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

１
、
大
分
教
会
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
講
演
「
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス

の
〈
瀬
戸
内
宣
教
圏
〉
の
構
想
と
展
開
」（
二
〇
一
八
年
一
〇

月
一
三
日
）

２
、
大
分
教
会
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
礼
拝
「
喜
び
・
祈
り
・
感
謝
」

（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
四
日
）

３
、
神
戸
雲
内
教
会
創
立
一
二
五
周
年
記
念
講
演
「
ミ
ナ
ト
神
戸
の

宗
教
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
八
日
）

４
、
中
学
部
ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
賛
美
礼
拝
「K

eep this holy fire 

burning !
」（
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
一
日
）

５
、
同
志
社
大
学
特
別
チ
ャ
ペ
ル
「
敵
意
を
こ
え
て
和
解
へ
」

研
究
テ
ー
マ

研

究

員

宣
教
師
研
究

○
ル
ー
ス
　
M
・
グ
ル
―
ベ
ル

　
池
田
　
裕
子
（
学
院
史
編
纂
室
）

　
神
田
　
健
次
（
顧
問
・
名
誉
教
授
）

　
Ｄ
・
Ｈ
・
デ
ル
ミ
ン
（
高
等
部
）

　
舟
木
　
　
讓
（
経
済
学
部
）

　
村
瀬  

義
史
（
総
合
政
策
学
部
）

関
西
学
院
の

戦
前
・
戦
中
・
戦
後

○
井
上
　
琢
智
（
元
経
済
学
部
）

　
岩
野
　
祐
介
（
神
学
部
）

　
大
宮
　
有
博
（
法
学
部
）

　
辻
　
　
　
学
（
広
島
大
学
大
学
院
）

　
橋
本
　
祐
樹
（
神
学
部
）

　
本
郷
　
　
亮
（
経
済
学
部
）

（
○
印
・
主
任
研
究
員
）
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（
二
〇
一
九
年
一
月
二
三
日
）

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
学
院
史
に
関
連
し
た
教
会
の
創
立
記
念
説
教

や
講
演
、
及
び
紀
要
論
文
が
、
左
記
の
よ
う
に
今
年
度
出
版
物
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
。

１
、『
向
日
庵　
「
寿
岳
文
章
一
家
の
文
化
的
業
績
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
会
」
講
演
録
』（「
民
芸
運
動
に
お
け
る
寿
岳
文
章
の
貢

献
」
が
掲
載　

二
〇
一
八
年
四
月　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
向

日
庵
）

２
、「
“Mastery for Service

”
を
提
唱
し
た
関
西
学
院
第
四
代

院
長
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
」（『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
』

七
一
三
号　

二
〇
一
八
年
五
月
一
五
日
）

３
、『
神
戸
東
部
教
会
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
講
演
：
草
創
期
の
神

戸
東
部
教
会
の
歩
み
』（
二
〇
一
八
年
五
月
二
〇
日　

神
戸
東

部
教
会
）

　

池
田
裕
子
研
究
員
は
、
広
報
誌
『K

. G. T
O

D
A

Y

』
に
、
次
の

四
本
を
日
本
語
と
英
語
で
執
筆
し
た
。
①
「
特
別
招
待
―
ラ
ト
ビ
ア

建
国
一
〇
〇
年
―
」、
“Special Invitation: T

he Centennial of 

the Founding of Latvia

”
②
「
関
西
学
院
を
有
名
に
し
た
小
説
」、

“Kw
ansei Gakuin finds Fam

e in a N
ovel

”
③
「
昭
和
天
皇

の
ご
引
見
」、
“An A

udience w
ith the Em

peror Show
a

” 

④

「
財
務
長
官
と
呼
ば
れ
た
男
」、
“D. R. M

cK
enzie, the Prince of 

M
ission T

reasures

”。

　

広
報
誌
に
書
い
た
一
本
目
の
原
稿
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

二
〇
一
八
年
、
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
が
建
国
百
年
を
迎
え
た
。
そ

れ
を
記
念
し
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
ラ
ト

ビ
ア
、
融
合
の
建
築
」
“LA

T
V

IA
, A

RCH
IT

ECT
U

RE A
T

 

CO
N

V
ERGEN

CE

”
展
の
た
め
に
小
冊
子
「
関
西
学
院
の
ラ

ト
ビ
ア
人
教
師
イ
ア
ン
・
オ
ゾ
リ
ン
を
め
ぐ
っ
て
一
九
一
八
～

二
〇
一
八
」
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
東
京
支
部
の
有
志
と
協

力
し
、
東
京
の
駐
日
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
大
使
館
で
、
英
語
サ
ロ
ン

“Latvia's Century

”
を
開
催
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
日
本
カ
ナ
ダ
会
か
ら
依
頼
を
受
け
、
兵
庫
県

政
一
五
〇
周
年
を
記
念
す
る
小
冊
子
「
兵
庫
県
の
学
校
教
育
と
カ
ナ

ダ
の
関
わ
り
～
関
西
学
院
と
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
～
」
を

作
成
し
た
。

　
『
母
校
通
信
』
に
は
、「
関
西
学
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
生
き
証
人
～
関

西
学
院
発
祥
の
地 

記
念
碑
～
」
と
「
関
西
学
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
生

き
証
人
～
ニ
ュ
ー
ト
ン
第
三
代
院
長
と
共
に
旅
立
っ
た
も
の
」
を
執

筆
し
た
。

　

大
学
の
授
業
で
は
、
春
学
期
の
「
カ
ナ
ダ
研
究
入
門
Ａ
」（
代
表　

水
戸
孝
道
法
学
部
教
授
）
と
秋
学
期
の
「
カ
ナ
ダ
研
究
入
門
Ｂ
」（
代

表　

水
戸
孝
道
法
学
部
教
授
）
の
初
回
を
担
当
し
、
宣
教
師
を
通
じ
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て
の
関
西
学
院
と
カ
ナ
ダ
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を
学
生
に
語
っ
た
。

　

ま
た
、
神
学
部
チ
ャ
ペ
ル
で
行
っ
た
「
三
つ
の
奇
跡
の
物
語
」

と
題
す
る
話
の
中
で
、
宣
教
師
研
究
の
成
果
の
一
部
を
紹
介
し
た

（
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
六
日
）。

　

こ
の
ほ
か
、
同
窓
団
体
か
ら
依
頼
を
受
け
て
行
っ
た
講
演
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

①　
「
関
西
学
院
の
発
展
と
カ
ナ
ダ
」、
関
西
学
院
倶
楽
部
、

二
〇
一
八
年
四
月
一
七
日
。

②　
「
一
枚
の
写
真
に
導
か
れ
て
～
ベ
ー
ツ
院
長
と
関
西
学
院
～
」、

関
学
電
業
会
総
会
、
二
〇
一
八
年
七
月
九
日
。

③　
「
一
枚
の
写
真
に
導
か
れ
て
～
関
西
学
院
と
カ
ナ
ダ
～
」、
関
西

学
院
同
窓
会
東
京
支
部
三
日
月
会
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
七

日
。

　

宣
教
師
の
子
孫
の
交
流
と
し
て
は
、
六
月
に
ベ
ー
ツ
第
四
代
院
長

ご
令
孫
の
ア
ル
マ
ン
・
デ
メ
ス
ト
ラ
ル
さ
ん
の
訪
問
を
受
け
た
。
ま

た
、
カ
ナ
ダ
研
究
客
員
教
授
と
し
て
九
月
か
ら
一
月
ま
で
滞
在
さ
れ

た
ポ
ー
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
（
Ｄ
・
Ｒ
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
ご
曾

孫
）
と
も
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
二
月
に
お
祖
母
様

の
子
ど
も
時
代
の
着
物
を
大
学
博
物
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
ル
ー
ス
・
グ
ル
ー
ベ
ル
主
任
研
究
員
監
修
の
下
、
ベ
ー

ツ
資
料
の
翻
訳
を
続
け
、『
ベ
ー
ツ
宣
教
師
の
挑
戦
と
応
戦
』
の
原

稿
と
し
て
ま
と
め
た
。

　
「
関
西
学
院
の
戦
前･

戦
中･

戦
後
」
も
、
継
続
し
た
共
同
研
究

の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
「
吉
岡
美
国
と
敬
神
愛
人
（
一
）
～
（
六
）」（『
関
西
学
院
大
学

史
紀
要
』
六
〈
二
〇
〇
〇
〉 

～ 

一
〇
〈
二
〇
〇
四
〉
号
、
一
二
号

〈
二
〇
〇
六
〉）
執
筆
以
降
、
懸
案
で
あ
っ
た
第
五
代
院
長
神
崎
驥
一

の
伝
記
執
筆
の
準
備
と
し
て
関
連
史
料
・
資
料
の
収
集
を
開
始
し
、

詳
細
な
年
譜
を
作
成
中
で
あ
る
。

　

昨
年
度
か
ら
再
開
し
た
神
崎
驥
一
第
五
代
院
長
の
伝
記
執
筆
の
た

め
の
資
料
収
集
を
継
続
し
た
。
昨
年
度
か
ら
の
計
画
に
従
い
、
神

崎
が
在
籍
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
香
登
小
学
校
を
訪
問
（
三
月
七

日
）
し
、
在
籍
調
査
を
行
っ
た
。
た
だ
、
同
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る

卒
業
生
名
簿
を
調
査
し
た
が
、
神
崎
お
よ
び
兄
妹
の
氏
名
を
発
見
す

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
武
用
光
一
氏
の
ご
紹
介
を
得

て
、
甲
府
在
住
の
佐
藤
信
子
氏
へ
の
聞
き
取
り
を
六
月
四
日
に
行
っ

た
。
事
前
に
多
く
の
質
問
事
項
を
お
送
り
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に

お
応
え
い
た
だ
く
形
で
、
ご
回
答
を
頂
く
と
同
時
に
、
戸
籍
等
の
コ

ピ
ー
を
頂
戴
で
き
た
。
そ
の
詳
細
は
神
崎
驥
一
伝
記
執
筆
に
際
し

て
利
用
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
た
だ
、
驥
一
の
父
の
名
前
に
つ
い



238

て
は
、
こ
れ
ま
で
同
夫
人
の
証
言
（「
夫　

驥
一
の
こ
と
」『
亘
平
』

三
六
・
三
七
号　

一
一
六
頁　

昭
和
四
十
八
年
一
一
月　

な
お
、
誤

植
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
）
等
に
従
い
『
改
訂
増
補
版　

関

西
学
院
事
典
』
等
で
「
陣
三
」
と
記
し
て
き
た
が
、
戸
籍
に
よ
り

「
陳チ
ン
ゾ
ウ三
」（
原
文
に
ル
ビ
あ
り
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、

現
在
、
改
訂
版
の
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴

史
大
事
典
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
名
称
を
正
し
く
「
陳
三
」
と
修
正

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
編
集
部
に
依
頼
し
た
（
六
月
）。

　

七
月
三
日
、
乾
精
末
の
研
究
者
で
“Inui K
iyosue: A

 

Japanese peace advocate in the age of 
“yellow

 peril

”

.,（W
orld 

H
istory Bulletin, Sept., 22, 2015

）”
の
筆
者
で
あ
る
レ
イ
セ
ル
氏

（M
asako N

. Racel, K
ennesaw

 State U
niversity

）
の
訪
問
を

受
け
、
池
田
裕
子
氏
と
と
も
に
対
応
し
、
学
院
史
編
纂
室
所
蔵
の
諸

資
料
を
提
供
し
、
当
日
、
提
供
で
き
な
か
っ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
ご
本
人
に
送
っ
た
。　

　

ま
た
、
七
月
二
一
日
、
大
阪
経
済
大
学
の
依
頼
に
よ
り
、
同
校
の

『
年
史
』
編
纂
の
準
備
作
業
の
一
環
と
し
て
、『
関
西
学
院
百
年
史
』

等
の
編
纂
過
程
を
聞
き
取
り
た
い
と
の
要
望
に
応
え
て
、「
大
学
史

編
纂
を
め
ぐ
っ
て
―
『
関
西
学
院
百
年
史
』
を
事
例
に
―
」
を
同
校

に
て
講
演
し
た
。
な
お
、
同
校
の
編
集
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
四
名

が
一
〇
月
五
日
に
学
院
史
編
纂
室
を
訪
問
さ
れ
た
た
め
、
当
日
開
催

さ
れ
て
い
た
展
示
や
書
庫
等
を
案
内
し
た
。
さ
ら
に
、
一
一
月
二
六

日
、
東
洋
英
和
女
学
院
の
依
頼
に
よ
り
、
同
校
の
『
事
典
』
編
纂
の

準
備
作
業
の
一
環
と
し
て
、『
関
西
学
院
事
典
』
編
纂
過
程
を
聞
き

取
り
た
い
と
の
要
望
に
応
え
て
、「『
関
西
学
院
事
典
』（
二
〇
〇
一
）

編
集
を
め
ぐ
っ
て
」
を
同
校
に
て
講
演
し
た
。

　

な
お
、「
戦
間
期
関
西
学
院
に
お
け
る
『
恒
久
平
和
』
運
動
に
つ

い
て
―
神
崎
驥
一
、
乾
精
末
と
国
際
連
盟
協
会
、
排
日
移
民
法
、
太

平
洋
問
題
調
査
会
、
軍
事
教
練
―
」（
中
）
を
執
筆
し
、
本
号
へ
投

稿
し
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。


